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植物図鑑より

知っておきたい季節の花①【オオイヌノフグリ] 学名 Veronicapersica Poir. (ゴマノハグサ科)

春早く咲き始める花でヨ ロッパ原産の 2年草です。日本には明治の初めにやってきて、日本全土に広がっ

ていきました。大洲地方では 2月七頁から咲き始め 5月頃まで次々と咲きます。ちょっと見ると 4枚の花びらの

ように見えますが、花びらが深く裂けているのでそう見えるのです。花の直径は約 8mm、藍色の筋の入ったる

り色をしており、とても愛<否しい花です。花は晴れた日の朝聞き、日が傾き始めるとしぼみます。語源は大

きい犬のふぐりという意味で、ふく才りというのはいんのうの古い言葉で実の形からきています。本種のほか、
この辺でよく見られ否ものにイヌノフク、リ、タチイヌノフク、Ijなどがあります。 (2月23日撮影)

郷土を彩る四季折々の美しい花は見るものの心を和ませてくれますが、名前を知られていないものが結構あ

るようです。そこで今回からは知っておきたい季節の花をシリーズでご紹介します。

なお、本シリーズの写真提供及び解説は、大洲市立博物館の土居泰正館長に協力をお願いしました。

今月号のみどとろ

0 12月定例市議会・H ・ H ・ H ・ H ・. .… P2 ~3

0富士山のコテージ間もなく完成/

…… P 3 
0税の申告は正しく早めに...・ H ・..… P4 

0市民交通傷害保険の受け付け…… P6 

0市民の森記念植樹の参加者募集… P7 

0建設工事競争入札

参加希望者の受け付け...・H ・..P 7 

今月の納税は 1 I 
市民の動き

平成9年12月31日現在

人口 39，323人 (+ 17) 

固定資産税
男 18，757人 (+ 4) 

4 期 女 20，566人 ( +13) 

世帯数 14，093世帯 ( +23) 

納期は 3月2日です J I面積 240.99平方キロメ トル



2月号広報ああず '98

児用エレベーターを間久米小に障

12月定例市議会

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

十
二
月
三
日

か
う
十
六
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、

補
正
予
算
関
係
十
一
件
、

条
例
関
係

件
、
人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他
六
件
の

計
二
十
二
件
、
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

平
成
九
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
明
る
い
出
来
事
の
少
な
い
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
総
会
屋

と
の
利
益
供
与
事
件
等
企
業
ぐ
る
み

の
不
祥
事
に
始
ま
り
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
、
銀
行
、
証
券
会
社
の
倒
産
と
続

き
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
検
討

さ
れ
て
い
る
中
央
省
庁
再
編
、
金
融

制
度
改
革
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
で
難

航
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
四
大
証
券

の

一
角
を
占
め
て
い
ま
し
た
山

一
証

券
が
自
主
廃
業
を
決
定
し
、
暗
い
年

の
瀬
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
足
踏
み
状
態
に
あ
る

我
が
国
の
経
済
を
打
開
す
る
た
め
に

も
、
十
一
月
十
八
日
に
経
済
対
策
閣

僚
会
議
で
決
定
し
た
「
二
十
一
世
紀

を
切
り
開
く
緊
急
経
済
対
策
」
を
推

進
し
、
日
本
経
済
の
体
質
強
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
中
長
期
的

な
需
要
拡
大
効
果
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
二
億
六
千
八
百
九
十
八

万
三
千
円

五
百
四
十
六
万
七
千
円

の
減
額

二
千
七
百
三
十

一
万
五

千
円

二
億
九
千
八
十
三
万
千

円

特
別
会
計

企
業
会
計

A 
口

計

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

三
百
六
億
二
千
三
百
四
十
一
万
八
千

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
六
・

九
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

自愛

A
E
 

計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
六
十
五
億
七
千
四
百
五
十

四
万
三
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と

一
億
五
千
百
七
十
二
万

八
千
円

(
0
・
九
%
)
増
加
し
ま
し

た
。{

総
務
費
}

V
普
通
退
職
手
当
追
加

と
し
て
四
千
百
五
十
六
万
千
円
V
地

区
集
会
所
整
備
事
業
費
に
三
百
一
万

円
V
大
洲
警
察
署
青
田
駐
在
所
用
地

購
入
費
と
し
て
千
八
百
四
十
七
万
円

V
市
税
還
付
金
と
し
て
四
百
五
十
万

円
V
肱
南
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
作
成

費
に
百
四
万
円

{
民
生
費
}

V
在
宅
老
人
短
期
保
護

事
業
委
託
料
追
加
と
し
て
六
百
四
十

四
万
四
千
円
V
身
体
障
害
者
扶
助
費

追
加
と
し
て
五
百
七
十
七
万
五
千
円

V
保
育
所
施
設
設
備
改
修
費
追
加
と

し
て
百
四
十
六
万
円
V
母
子
家
庭
医

療
費
追
加
と
し
て
二
百
二
万
円
V
養

護
老
人
ホ
l
ム
清
和
国
施
設
改
修
費

追
加
と
し
て
百
五
万
円
V
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
事
業
補
助
金
追
加
と
し
て
百

二
十
万
四
千
円

{
衛
生
費
}

V
水
道
事
業
会
計
出
資

金
と
し
て
五
百
三
十
万
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V
地
域
総
合
整

備
資
金
貸
付
金
と
し
て
一
億
五
千
八

百
万
円
V
地
域
調
整
推
進
事
業
費
補

2 

助
金
に
二
百
九
十
六
万
五
千
円
V
新

生
産
調
整
推
進
対
策
協
議
会
補
助
金

と
し
て
百
十
五
万
五
千
円
V
農
産
品

等
直
接
販
売
所
整
備
事
業
費
補
助
金

と
し
て
百
十

一
万
円
V
県
営
農
業
用

河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業
負
担
金

追
加
と
し
て
二
十
五
万
六
千
円

{
商
工
費
}

V
国
民
(
定
吉
「
臥
龍
苑
」

敷
地
等
に
係
る
調
査
・
測
量
登
記
、

鑑
定
等
業
務
委
託
料
に
百
七
十
六
万

四
千
円
V
臥
龍
山
荘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
費
と
し
て
八
十
六
万
七
千
円
V

コ
テ
l
ジ
新
設
に
伴
う
施
設
環
境
整

備
費
に
四
百
八
十
七
万
七
千
円

{
土
木
費
}

V
平
成
十
年
度
地
域
振

興
事
業
道
路
改
良
計
画
に
係
る
測
量

試
験
費
に
六
百
四
十
万
円
V
樋
門
等

操
作
委
託
料
追
加
と
し
て
九
十
三
万

三
千
円
V
河
川
等
県
工
事
負
担
金
追

加
と
し
て
五
百
四
十
万
円
V
肱
川
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
負
担
金
と

し
て
二
千
三
十
万
七
千
円

{
消
防
費
}

V
衛
星
系
防
災
行
政
無

線
整
備
事
業
費
負
担
金
と
し
て
千
二

百
五
十
五
万
二
千
円
V
消
防
施
設
整

備
事
業
費
と
し
て
千
六
百
三
十
五
万

五
千
円
V
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務

組
合
負
担
金
追
加
と
し
て
五
百
二
十

八
万
八
千
円

{
教
育
費
}

V
南
久
米
小
学
校
大
規

模
改
造
計
画
に
伴
う
設
計
委
託
料
と

し
て
百
五
十
万
円
V
小
学
校
施
設
改

修
工
事
費
追
加
と
し
て
千
四
百
五
十

二
万
四
千
円
V
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

施
設
環
境
整
備
費
に
千
二
百
七
十
二

万
七
千
円
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条

例

係

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
マ

大
洲
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
屋
外

運
動
場
照
明
施
設
使
用
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
V
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

布
v

関

人

事

案

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

池
田
陽
一
郎
委
員
が
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ

き
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住

所

大

洲

市

菅

田

町

菅

田

甲

七
五
六
番
地

氏

名

池

田

陽

一

郎

生
年
月
日
昭
和
二
年
三
月
十
日

V
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

神
山
寄
子
委
員
が
任
期
満
了
と
な

り
、
ま
た
、
当
市
の
人
権
擁
護
委
員

の
定
数
が
一
名
増
員
さ
れ
た
の
で
、

後
任
委
員
等
の
推
薦
に
つ
き
、
議
会

の
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

O
住

所

大

洲
市
上
須
戒
甲

一一一

二
二
番
地

神
山
毒
子

昭
和
十
三
年
五
月
五
日

大
洲
市
中
村
一
九
九
番

地

一

奥
島
直
道

昭
和
三
十

一
年
二
月

二
十
六
日

件

氏

名

生
年
月
日

O
住

所

氏

名

生
年
月
日

富
士
山
の
コ
子

l
G
間
色
村
守
く
完
成

f

4
月

か

ら

利

用

で

き

ま

す

富
士
山
の
大
洲
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
横
に
、
コ
テ
l

ジ
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

最
近
、
都
市
住
民
を
中
心
に

「
自
然
回
帰
」
「
ふ
る
さ
と
指
向
」

が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
然
や
伝
統
文
化
と
の
触
れ
合
い
、
保
健
休
養

や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
自
然
観
察
や
野
外
体
験
な
ど
の
場
と

し
て
、
森
林
・
山
村
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
特
色
あ
る
森

林
資
源
や
自
然
資
源
と
い
っ
た
自
然
環
境
を
総
合
的
に
生
か
し
た
都

市
と
の
交
流
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
森
林
に
対
す
る
期
待
を
受
け
止
め
、
本
市
に
お
い
て
も
、

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
富
士
山
に
コ
テ
l
ジ
の
建
設
を
進
め
て
い

た
も
の
で
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
が
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。

抽
出

』

'
E

V
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
V
市

道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
専
決
処

分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
V
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
V
大
洲
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
V
大
洲
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
の
内
衛
生
設
備
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

そ

の

¥ 

コ
テ
l
ジ
は
、
肱
川
を
眼
下
に
臨

む
眺
望
の
良
い
場
所
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、
健
康
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
、
安
心
し
て
気
軽
に
楽
し
め

る
よ
う
コ
テ
l
ジ
内
部
の
設
備
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
テ
ン
ト
や

各
種
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
家
族
旅

行
村
内
を
自
由
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ォ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
二

十
七
区
画
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
、
今

ま
で
ど
お
り
一
区
画

(
一
泊
二
日
)

二
千
百
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

今
春
、
ご
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

{
コ
テ
l
ジ
の
概
要
}

V
8
人
用
(
ロ
グ
ハ
ウ
ス
)
H
2
棟

和
室
ロ
畳
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
・
洗
面
所

・
ユ
ニ

ッ
ト
パ

ス
ほ
か

V
6
人
用
(
ロ
グ
ハ
ウ
ス

)
H
2
棟

和
室
叩
畳
・
ダ
イ
ニ

ン
グ
キ
ッ
チ

ン
・
洗
面
所
・
ユ
ニ
ッ
ト
パ
ス
ほ
か

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
観
光
課

ま
で
。
宮
@
2
1
1
1
(内
線
2
2

3
)
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税の申告は

2月16日""3月16日

2 早めに耳E~~

所
得
税
の
確
定
申
告

平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
二
月
十
六
日
か
ら
税
務

署
で
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三

月
十
六
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な

る
と
税
務
署
は
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

{所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
}

V
商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
な
ど
で
、
平
成
九
年
中
の
所
得

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人
、

二
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

{申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

②
印
鑑

③
所
得
金
額
の
計
算
が
で
き
る
帳
簿

記
録
な
ど

④
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明

細
書
」

⑥
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な

ど
の
支
払
明
細
書」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

③
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

人
は

「住
民
票
、
家
屋
の
登
記
簿

謄
本
、
売
買
契
約
書
、
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
」
な
ど

①
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被
害

を
受
け
た
住
宅

・
家
財
の
明
細
書
」

女
確
定
申
告
書
は
郵
送
に
よ
る
提
出

も
で
き
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
書
や
公
的
年
金
用
の
確
定

申
告
書
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
い
申
告
書
の
書
き
方
や
説
明
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
ご
自
身
で
申

告
書
を
作
成
し
、
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
わ
か
り
や

す
い
申
告
書
の
書
き
方
等
は
、
税
務

署

・
市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
@
3
1
1
5

市
県
民
税
の
申
告

二
月
十
六
日
か
ら
市
役
所
で
市
県

民
税
の
申
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
市
県
民
税
の
申
告
は
平
成
十
年

一
月

一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ

る
人
で
、

申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
三
月
十
六

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{申
告
義
務
の
あ
る
人
}

平
成
九
年
中
に
、
給
与
以
外
に
営

業

・
農
業

・
不
動
産

・
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

{
申
告
の
必
要
が
な
い
人
}

①
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に

所
得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人

{申
告
に
必
要
な
も
の
】

4 

所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{申
告
相
談
}

市
で
は
、

左
記
の
日
程
で
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役

所
税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
8
1
1
3
0
)

大
洲
商
工
会
議
所
か
ら

「
一
九
九
八
年
大
洲
商
工
会
議
所
だ

よ
り
新
春
特
別
号
」
に
掲
載
の

『
所

得
税

・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
、
正

し
く
、
お
早
め
に
」
の
記
事
中
に
お

い
て
、
確
定
申
告
期
限
が
い
ず
れ
も

三
月
十
八
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

正
し
く
は
三
月
十
六
日
で
す
。
謹
ん

で
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地 区 期 間 受付時間 場 所

大 洲 2月 16 日 ~20日 9時~16時30分 市 役所

善 2月23日(月) タ 連絡所

八 多喜 2月24日ω チ 連絡所

上 須戒 2月25日(水) チ 連絡 所

新 谷 2月26日(木) ，. 連絡所

大 (大)11) 2月27日幽 チ 連絡所

)11 (蔵)11) 2月27日(金j タ
基幹集落
センター

平 野 3月2日(月) チ 連絡所

南久米 3月3日ω dン 連絡所

菅 田 3月4日は) ，. 連絡所

相日 沢 3月5日休) づジ 連絡所

申告相談日程表平成10年度市県民税

*市役所税務課では、 3 月 6 日 ~ 1 6 日まで申告相

談を行っています。お気軽にご利用 ください。

申告相談 | 平日は午前9時~午後4時30分

時 間 I [土曜日曜祝日は閉庁します〕
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国

民

年

金

保

険

料

や

国

民

年

金

基

金

掛

金

は

全
額
所
得
の
金
額
か

5
控
除
さ
れ
ま
す

毎
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
は
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
や
国
民
年
金
基
金
掛
金
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
の
金

額
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

九
年
一

月
か
ら
十
二
月
の
聞
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
な
ど
で
、
ご
自
身
の

保
険
料
は
も
と
よ
り
、
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
(
別
居

中
の
大
学
生
も
含
む
)
が
負
担
す
べ

き
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年
末
調

整
時
の
保
険
料
控
除
申
告
書
に
記
入

す
る
こ
と
に
よ
り
手
続
き
は
完
了
し

ま
す
が
、
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
や
申
告
書
に
記
入
漏
れ
が

あ
っ
た
人
は
、
住
所
地
の
税
務
署
に

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
八
年
以
前
の
納
め
忘

れ
の
保
険
料
や
過
去
の
免
除
期
間
の

保
険
料
を
平
成
九
年
中
に
納
め
た
場

合
は
、
そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
。
宮
@
2
1
1
1

(
内
線
I
l
l
・
1
1
2
)

《平成9年中の国民年金保険料額》

月
λ .... と『 1 月 ~3 月 12，300円

富買 4 月 ~12月 12，800円
額

付 加 保険料 400円

年
λ .... ヒ『 額 152，100円

額 定 額 十付加 156，900円

現
況
届
の

様
式
変
更
に
つ
い
て

「
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
か
ら
年

金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
。
現

況
届
の
市
町
村
長
の
証
明
が
必
要
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
存
じ
で
し
た

か
?
」

現
況
届
は
、
皆
さ
ん
が
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年

一

回
誕
生
月
に
住
所
地
の
市
町
村
長
の

証
明
を
受
け
て
提
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
が
、
平
成
十
年

一
月
以
降

に
現
況
届
の
提
出
期
限
が
く
る
人
よ

り
「
市
長
村
長
の
証
明
」
や
「
他
の

年
金
の
管
掌
機
関
(
制
度
名
)
と
年

金
証
書
記
号
番
号
」
の
記
入
欄
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
次
の
よ
う

に
届
出
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
本
人
以
外
の
人
が
代
筆
す
る
場

合
は
、
そ
の
人
の
氏
名
、
受
給
者

と
の
関
係
、
住
所
及
び
電
話
番
号

を
記
入
す
る
欄
を
追
加
し
た
こ
と

一
、
本
人
の
電
話
番
号
を
記
入
す
る

欄
を
追
加
し
た
こ
と

一
、
加
給
年
金
額
対
象
者
に
「
子
供
」

欄
を
追
加
し
た
こ
と

一
、
「
漢
字
収
録
」
欄
を
削
除
し
た

こ
と

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
お

手
元
に
現
況
届
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ

た
り
す
る
と
年
金
の
支
払
い
が

一
時

止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
な
た

の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
結
果

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
が
、

六
十
五
歳
に
な
っ
た
時
に
提
出
す
る

「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢

給
付
裁
定
請
求
書
(
は
が
き
形
式
)
」

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
証
明
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度

年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度
と
は
、

厚
生
年
金
保
険
(
旧
船
員
保
険
を
含

む
)
ま
た
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
お
子
さ
ん
が

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
な
ど
に
入

学
す
る
と
き
や
、
在
学
中
に
必
要
な

費
用
に
つ
い
て
融
資
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
厚
生
年
金
保
険

(
旧
船
員
保
険
を
含
む
)
の
加
入
期

間
ま
た
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
期
聞
が
十
年
以
上
あ
る
人
の

お
子
さ
ん
が
、
高
校
、
大
学
な
ど
に

入
学
ま
た
在
学
す
る
場
合
、
入
学
金

や
授
業
料
な
ど
の
教
育
資
金
と
し
て

(
学
生
一
人
当
た
り
、
厚
生
年
金
H

百
万
円
、
国
民
年
金
H
五
十
万
円
)

借
り
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
}

鮒
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
7
6
6
7

犬
の
里
親
募
集

大
洲
市
で
は
、
野
犬
に
よ
る
危
害

の
防
止
と
飼
い
主
を
な
く
し
た
不
幸

な
犬
を
な
く
す
た
め
、
犬
の
里
親
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
里
親

制
度
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
の
う

ち
不
用
と
な

っ
た
犬
と
、
犬
を
飼
い

た
い
人
の
双
方
を
登
録
し
て
、
市
が

仲
立
ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
も
、
飼
い

た
い
人
の
条
件
に
添
っ
て
連
絡
を
し

ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
・
登
録
先
}

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線

1
6
2
)

申
込
書
は
連
絡
所
に
も
あ
り
ま
す
。

5 
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けは

しましょう-

平
成
十
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保

険
の
受
け
付
け
が
、

三
月
二
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

各
世
帯
に
申
込
書
(
住
所
・
氏
名
を

記
入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
家
族
み
ん

な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
区
入
り
さ
れ
て
い
な
い
人

で
、
肱
南

・
久
米
・
肱
北
・
喜
多

・

平
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
市
役

所
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係
ま
で
、

各
連
絡
所
管
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

{加
入
資
格
}

当
市
に
住
ん
で
い
る
人
及
び
当
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。
た

だ
し
、
加
入
は

一
人
二
口
ま
で
に
限

り
ま
す
。

{保
険
料
}

平
成
十
年
度
の
保
険
料
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
(
平
成
九
年
度
は
一

口

・
四
百
八
十
円
、
二
口
・

九
百
六

十
円
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
三
カ

年、

加
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
通
算
払

込
保
険
料
と
事
故
に
よ
る
支
払
保
険

金
と
の
損
害
率
で
変
動
し
た
も
の
で

す
。
)一

口口

三
百
六
十
円
(
中
途
申
し

込
み
は
、
月
額
三
十
円
)

七
百
二
十
円
(
中
途
申
し

込
み
は
、
月
額
六
十
円
)

{期
間
}

平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

{支
払
わ
れ
る
保
険
金
}

日
本
国
内
に
お
い
て
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど
に
乗
っ

て
、
追
突
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た

り
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
り
し
た
事
故
に
対
し
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

金
額
は
治
療
期
間
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、

一
口
に
付
き
、
五
千
円

(
治
療
期
聞
が
一
週
間
未
満
)
か
ら

百
万
円
ま
で
で
す
。

{万
が

一
、
事
故
に
あ
っ

た
時
は
}

自
損
事
故
に
よ
る
け
が
で
も
、
軽

い
け
が
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
怠
る
と

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

保
険
金
の
請
求
を
/

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
て
、
交
通
事
故
で
負
傷
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
請
求
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)

初
冬
の
大
洲
路
に

熱

い

走
十
二
月
六
日
出
、
第
三
十
七
回
大

洲
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、

三
つ
の
部
門
に
三
十

チ
l
ム

・
三
百
十

一
人
が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
二
種
類
で
、
中
学
校
男

子
は
十
区
間

・
三
十
三

・
五
キ
ロ
を
、

ま
た
中
学
校
女
子
は
九
区
間
、

一
般

男
子
は
八
区
間
で
二
十
二

・
八
キ
ロ

を
た
す
き
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
上
位
三
位
ま
で

の
成
績
は
次
の
と
お
り
。一

般
男
子

の
部
で
は
、
徳
森
チ
l
ム
が
見
事
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
五
連
覇
を
飾

っ
て

い
ま
す
。

大
洲
市
駅
伝
大
会

中学校男子の部

平野中学校A

1時間55分13秒

2 
大洲北中学校A

1時間55分52秒

3 
大洲南中学校

l時間56分18秒

中学校女子の部

大洲北中学校A
1 

1時間31分02秒

大洲東中学校
2 

1時間32分13秒

平野中学校
3 

1時間35分02秒

6 

り

一般男子の部

徳森

1時間17分42秒

平野体育協会A
2 

1時間22分23秒

3 
一善公民館

1時間22分32秒
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第
四
岡
市
民
の
森
記
念
植
樹
の
参
加
者
を
募
集

大
洲
市
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

花
と
緑
の
公
園
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
富
士
山
に
「
市
民
の
森
」
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
市
民
の
森
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
結
婚
」
「
誕
生
」

「
入
学
」
「
長
寿
」
な
ど
の
慶
事
を
記

念
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
木

に
託
し
て
植
え
て
も
ら
い
、
手
作
り

の
森
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
思
い
出
を
一
本

の
木
に
託
し
、
あ
な
た
自
身
の
手
で

植
樹
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
】

四

月

二
十
九
日
附

み
ど
り
の
日

午
前
十
時
か
ら

{場
所
】
富
士
山
南
側
斜
面

{対
象
者
】

①
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
(
大
洲
出
身
で
市
外
に
住
ん

で
い
る
人
及
び
市
内
の
団
体
・
法

人
を
含
む
)
②
平
成
九
年
四
月

一

日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶
事
を
迎

え
た
人
、
ま
た
は
迎
え
る
人

{植
樹
予
定
本
数

}

四

十

本

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

{樹
木
の
種
類
と
費
用
}

V
樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ

V
費
用

一
万
円

(プ
レ
ー
ト
代
、

支
柱
代
を
含
む
)

※
植
樹
後
の
樹
木
は
、
市
の
所
有

と
な
り
、
市
が
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
が
、
枯
れ
た
り
、
損
傷
・

盗
難
に
あ
っ
て
も
そ
の
責
任
は

負
え
ま
せ
ん
。

{申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
}

市
役
所
総
務
財
政
課
行
政
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

平成10年度に、大洲市が発注する建設工事

の入札参加資格を新規に得たい人は、次の要

領で申請書を提出してください。

申請書の提出にあたっては、建設業法第27

条のおから同条の32の規定に基づく経営に関

する事項の審査が終わっていることが必要で

す。

平成 9年度に提出済の人は、経営事項審査

結果通知書(写)のみ提出してください。

なお、提出書類等に異動があった場合は、

速やかに届け出てください。

【受付期間】

平成10年 3 月 2 日 ~ 31 日

(土・日・祝日を除く執務時間中)

【受付場所】

市役所総務部監理課

※詳しくは監理課へ

宮 ⑫ 21 1 1 (内線 38 1 ) 

第
五
回

講大
師 洲
空市
二〈民

五き
E Z 
理開

完催

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
財
団

法
人
桝
山
教
育
振
興
会
の
助
成
を
受

け
て
、
第
五
回
大
洲
市
民
大
学
を
開

催
し
ま
す
。

今
年
は
、
う
つ
み
宮
土
理
さ
ん
を

迎
え
て
の
講
演
会
で
す
。
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
に
わ
た
り
、

全
国

一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

一

人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
に
毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
火
災

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
、
っ
。

{
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
】

.
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
燃
え
る
も

の
を
近
づ
け
な
い

-
風
の
強
い
日
に
は
、
た
き
火
を
し

な
い

-
た
き
火
を
す
る
と
き
に
は
、
消
火

2月14日

【
日
時
}

二
月
十
四
日

(土
)

開

場

十

四

時
三
十
分

開

会

十

五

時

{
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

{
講
師
}

う
つ
み
宮
土
理
さ
ん

【
チ
ケ
ッ
ト
}

一
枚
千
円
(
教
育
委
員
会
及
び
市

内
の
各
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
)

{
問
い
合
わ
せ
先
}

教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

程

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)

つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と

消
す
ま
で
あ
な
た
の
火

の
準
備
を
し
て
お
く

・
テ
ン
プ
ラ
油
を
コ
ン
ロ
に
か
け
て

い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

.
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

7 
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大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
+
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
念

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

現
代
の
法
律
に
合
わ
せ
た
城
づ
く
り

宮
城
県
白
石
市
の
レ
ポ
ー
ト

宮
城
県
白
石
市
は
、

仙
台
市
か
ら

南
西
へ
約
四
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
後
三
年
の
役
(
一
O
八
八

年
)
で
戦
功
を
あ
げ
た
刈
田
氏
が
築

城
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
関
ケ
原
の

戦
の
こ
ろ
伊
達
家
の
支
配
下
に
入
る

ま
で
幾
多
の
武
将
が
入
城
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
初
期
、
幕
府
か
ら
『
元

和
の

一
国
一
城
令
』
が
出
さ
れ
、
全

国
で
い
く
つ
も
の
城
が
廃
城
と
な
る

な
か
で
、

仙
台
藩
は
仙
台
城
と
白
石

城
の
二
城
が
許
さ
れ
、
片
倉
氏
の
居

城
と
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
明
治
維

新
を
迎
え
戊
辰
戦
争
が
始
ま
%
抱
一
つ

維
新
政
府
軍
に
対
し
て
『
奥
羽
越

三
十

一
列
藩
同
盟
』
が
こ
の
城
で
結

ば
れ
、
そ
の
公
議
府
が
置
か
れ
ま
し

仙台市

CI 

守18 第

た
。
会
津
若
松
城
で
の
白
虎
隊
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
地
で
官
軍
と

の
激
し
い
戦
い
が
行
わ
れ
、
列
藩
同

盟
の
本
拠
地
と
な

っ
た
白
石
城
の
破

壊
は
、
特
に
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
白
石
城
に
天
守
閣
を
復
元
し

よ
う
と
い
う
運
動
が
全
市
的
に
始
ま
っ

た
の
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
こ
と
で

し
た
。
公
園
整
備
基
本
構
想
検
討
委

員
会
が
設
け
ら
れ
、
史
料
を
も
と
に

天
守
閣
を
復
元
す
る
と
い
う
基
本
方

針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

復
元
と
は
、

『も
と
の
状
態
に
返

す
こ
と
」
で
あ
り
、
白
石
市
で
は
、

可
能
な
限
り
史
実
に
忠
実
に
以
前
の

天
守
閣
復
元
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
木
造
に
よ
る
建
築
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
建
築
基

準
法
二
十

一
条
が
大
き
な
障
害
と
な

り
ま
し
た
。
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル

ま
た
は
軒
の
高
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
建
物
は
、
強
度
や
防
火
の
面

で
技
術
的
基
準
に
適
合
し
な
い
限
り

建
築
が
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
白
石
市
で
は
、
同
法
の

三
十
八
条
に
よ
る
建
築
を
目
指
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
建
設
大
臣
が
こ
の

法
律
で
求
め
て
い
る
も
の
と
同
等
以

上
の
効
力
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、

前
述
の
二
十
一
条
の
適
用
を
除
外
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
白
石
市
は
、

'.1 

V平成7年に完成した白石城天守閣V内部の防火用設備
天
守
閣
の
構
造
が
同
法
の
基
準
を
満

た
す
こ
と
を
示
す
デ
l
タ
な
ど
を
作

成
し
、
こ
の
三
十
八
条
に
よ
る
認
可

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
建
築
基
準
法
に

適
合
し
た
白
石
城
天
守
閣
は
、
現
代

の
法
律
の
た
め
に
手
を
加
え
た
部
分

を
あ
え
て
視
覚
的
に
隠
さ
ず
強
調
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
城
を
訪

れ
た
人
々
に
安
心
感
を
与
え
て
い
る

よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
復
元
を
行
う
大
洲
城
の
お
手
本

と
な
る
城
普
請
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ

ん

け

ん

き

ょ

う

い

く

と

く
れ

ん

ね

ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

え
い
ち
島
い
ぶ
い
か
ん
せ
ん

L
苧
と
う

H
l
V感
染
者
等
と
人
権

こく
以
猪
議
清
初
た
め
の
掴
漣
汁
洋
の

国
内
行
動
計
画
の
中
の
重
要
課
題
と

じ
ょ
せ
U

し
て
取
り
上
、
昨
日
体
て
い
は
山

うh

改
官
」

「
子
ど
比
し
[
高
齢
者
」
「
障
害
者
「

〔
銅
山
刊
問
題
」
「
ア
イ
ヌ
伊
人
々
」
「
外

国
人
」
と
そ
の
刊
の
権
と
国
の
取
り
組

み
ゃ
私
た
ち
の
役
割
に
つ
い
て
み
て

き
ま
し
た
。

こんご
、つ

衿
時
で
は

H
I
V
感
染
渚
と
ほ
イ

ズ
}
燃
費
、
ハ
ン
セ
ン
病
、

刑
を
終
え

て
出
所
し
た
人
等
の
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

O
H
I
V
感
染
者

「びょ、つもさ

十
数
年
前
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気

が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
と
き
、
世
の

中
に
は
何
と
お
そ
ろ
し
い
、
こ
わ
い

病
気
が
あ
る
ん
校
な
と
い
う
こ
と
を

感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

#り

p
レ
之
さ

の
後
い
ろ
い
ろ
と
知
識
を
身
に
つ
け

た
今
、

H
訂
V
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患

者
、
そ
の
凋
初
の
人
た
ち
が
、
病
気

そ
の
も
の
と
闘
い
な
が
ら
、
い
わ
れ

へ

ん

け

ん

さ

ベ

つ

の
な
ふ
偏
見
や
差
別
と
日
々
闘

っ
て

サ
カ
犬

い
る
姿
が
あ
る
こ
と
を
知
る
に
つ
れ
、

む

ち

む

カ

ん

し

ん

エ
イ
ズ
に
対
す
る
無
知
、
無
関
心
が

そ
う
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

-つ
洋
取
教
滑
に
お
か
で
は
、
そ
の
発

達
段
階
に
応
じ
て
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
イ

ズ
患
者
や
H
I
V
感
染
者
に
対
す
る

8 

No，232 

人
権
と
同
和
教
育

偏
見
や
差
別
企
な
く
す
た
め
の
ェ
ー

4
1
1
v
l
メ

セ

し

ゃ
久
教
育
を
推
進
し
、
そ
れ
な
り
の
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
も
少
し
ず
つ
で
も
エ

イ
ズ
に
つ

W
Mの
征
し
い
知
識
を
坊

に
つ
け
、
理
解
を
深
め
て
、
共
に
助

け
合

っ
て
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

O

ハ
ン
セ
ン
病

ハ
ン
セ
ン
病
「
“
お
や
て
は

r
芹
成

八
年
に

「ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

し
ゅ
札
な
ザ
持
、
患
者

の
人
た
ち
山
、
世
畑
品
川
原
諸
な
偏
見

や
差
別
点
誌
で
社
会
復
帰
が
で
き

な
い
の
が
現
状
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
九
い
知
織
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

O
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

つ

み

お

か

は

ん

せ

い

:
罪
を
犯
し
た
け
れ
ど
も
十
分
反
省
、

:
;
 

更
生
し
て
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

た
ち
民
山
別
し
て
、
私
た
ち
は
偏
見
、
差

別
を
除
芦
九
、てん
」
の
人
吃
ち
切
社
会

復
帰
に
積
極
的
に
手
を
差
し
伸
べ
て
、

あ

し

て

た

ち

は

相
手
の
立
場
の
わ
か
る
思
い
や
り
の

心
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

こ三つひょ、つ

エ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
、

マ
ジ

ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
ド
リ
ー
ム

ザ

U
ム
の

一
員
と
し
バ
授
け
入
れ
、

一
緒
に
」プ
レ
ー
し
た
仲
間
た
ち
、
そ

カ

ん

吋

し

よ

う

に

ん

れ
を
歓
迎
し
、
容
認
し
た
ア
メ
リ
カ

こく
みんほんと、つ

国
民
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と
思
い

き

ょ

う

せ

し

じ

っ

げ

ん

ま
す
。
そ
ん
ほ
共
生
の
社
会
が
実
現

ホ
カ

す
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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12月19日(金)砂

年末恒例の大洲城の櫓

(やぐら)のすす払いき

大洲史談会の皆さんti"行

いまレだ。約2時間の作

業で重要文化財l之指定さ

れでい3櫓の壁reJ:真っ白

l之主主(..1、新年き迎え，;;;)準

備ti"整いまじだ。

<412月10自体)

今年ち、柳沢橋l之さコャシポ門松ti"登場レまレだ。ごれreJ:

柳沢の地域ずiこレヴ/レーブ「木林森(ひふみ)夢つうブ」

と「後継者協議会」のメ'/nーが作った壱ので、小雪h"舞
う中、手際よ〈飾り付けが行われまじた。

12月19日(剣砂 町

民間経営によ3大洲初め美術 罷S
館「臥龍美術館J ti"オープンし 幸運

まじだ。開設者reJ:野村町の会社 u
社長兵頭安博さん。仏印象画家 F

/レノワー/レのブロンズ像 「洗

濯女」きreJ:じめ、国内外の著名

作家の作品h"展示され、本市の

新じい観光施設としで期待され

ています。

12月2日伏)砂

高齢者交通安全指導者研修会ti"

老人福祉セシヲーで開催されまレ

定。地域のお年寄(..1約 120入門参

加。高齢者の交通安全についでの

講演や映画庁行われ、参加者reJ:熱
心lこ耳き傾けていまじだ。‘12月5日(金)

人権の大切さき再認識レでちら

おうと、人権週間街頭啓発ti"行わ

れまじた。市内の企業10社を訪閉

じだ後、スーパーちどで買い物客

l之子ううちどを手渡レ、差別の主主

い明3い社会づ<(..1き訴え，まじだ。

" 12月23日制 砂
障害きちっ人だちと健常者とがコ

‘12月18日(対

「手さつ怠ぐ親の会ウ ( 

リスマスプレゼント大会」

μ ti"新谷公民館で行われ、

障害きちっ施設利用者ち

ど 400人l之、ザンQつロ

ース h'~うプレゼン トti"配

tうれき賢レだ。

シザートき通じでふれあい 『共l之生
町一一戸f 戸一平守ーキ ー ':.-':よγ 一一ぞ) 骨一一 ぎていく社会』き創3うとわだほう

レコン付ート In大洲が市民会館で

開催されまじだ。心!こ響〈詩や手話

コーラス、合唱たきどが行われ、会場

reJ:感動の渦!こつつまれまレだ。

‘.12月25日(木)
大洲市総合福祉センヲーの起工式

ti"行われ、関係者約50人げ参加し工

事の安全を祈願レましだ。総合福祉

Cン9-reJ:、平成11年2月末lこ完成、

4月のオープンさ予定レでいます。



2月号広報おおず '98

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
は
、
昨

年
十
二
月
に
「
W
肱
川
流
域
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
流
域
の
四
季
」

を
テ
l
マ
に
、
流
域
市
町
村
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
を
図
る
た
め
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
審
査
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

V

一
席

「虫
送
り
」
大
岡
芳
伯
(
内
子
町
)

V
二
席

「
お
は
な
は
ん
通
り
」
井
上
雄
次
(
北

条
市
)
、
「
目
ざ
し
の
中
で
」
大
久
保
重

義
(
八
幡
浜
市
)

V
三
席

「肱
川
冬
の
朝
」
山
崎
平
(
松
山
市
)
、

「
夜
空
の
華
」
佐
々
木
政
明
(
保
内
町
)
、

「
雨
の
紅
葉
」

二
宮
智
子
(
大
洲
市
)

V
入
賞

白
石
登
美
男
(
長
浜
町
)
、

二
宮
重
高

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
二
月
二
十
二
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
手
。
つ
く
り
飾
り
か
さ
売
上

金

)

大

洲

蔵

本

守

金

一
封
(
市
民
の
つ
ど
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

協

力

金

)

大

洲

市

料

飲

組

合

金
一
封
(
従
業
員
募
金
及
び
チ
ャ
リ

テ
ィ
大
会
収
益
金
)
若
宮
四
国

電
力
株
式
会
社
大
洲
営
業
所
・
大
洲
送

電
所
・
大
洲
電
力
区
従
業
員
一
同

金

一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
)

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
歌
唱
ク
ラ
ブ

金

一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
)

阿
蔵
久
米
地
区
区
長
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

松

浦

誠

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

高

山

白

石

卓

也

金

一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

北

只

梅

林

正

義

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

宮

脇

道

繁

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
明
日
香

鶴
寿
会
へ
)
平
野
町
品
目
園
子

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
菅
田
喜

楽

会

へ

)

菅

田

町

成

高

贋

義

金

一
封
(
平
地
下
鶴
寿
会
へ
)

平

野

町

後

藤

正

文

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
下

鶴
寿
会
へ
)
平
野
町
城
光
儀

一
郎

金

一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

七

ケ

所

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
人
権
祭
り
パ
ザ
1
収
益
金

を
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町
肱
東
中
学
校
P
T
A

金
一
封
(
寄
付
金
を
久
米
地
区
社
協

へ

)

阿

蔵

東

延

子

「
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら

十
二
月
一
一十
二
日
分
ま
で

累
計
額
六
五
五
万
五
、
九

一
九
円

内
指
定
配
分
四
五
四
万

一一

九
円

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

二
月
新
刊
案
内

人
づ
く
り
風
土
記
お
愛
媛
農
文
協

第
二
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
戦

略

木

村

忠

正

著

司
書
教
諭
の
任
務
と
職
務

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
編

戦
時
下
の
古
本
探
訪
楼
本
富
雄
著

陰

陽

五

行

淡

交

社

マ
ザ
1
・
テ
レ
サ
へ
の
旅
路神

渡
良
平
著

知
ら
れ
ざ
る
シ
l
ボ
ル
ト
大
森
(
貫
箸

幕
末
諸
州
最
後
の
藩
主
た
ち
人
文
社

考
古
学
キ
ー
ワ
ー
ド
安
蒜
政
雄
著

歴

史

不

思

議

物

語

井

沢

元

彦

著

ア

ル

プ

ス

小

野

有

五

文

風
変
わ
り
オ
ラ
ン
ダ
紀
行
堀
淳

一
文

北

フ

ラ

ン

ス

土

田

陽

介

編

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ロ
フ
ト
暮
ら
し

未

山

歩

著

警

察

官

の

提

古

賀

一
馬
著

小
集
団
の
時
代

M
・
マ
フ
ェ
ゾ
リ
箸

よ
く
わ
か
る
契
約
書
の
書
き
方

小
林
英
明
著

現

場

か

ら

の

教

育

学

山

西

紘

著

台
湾
の
「
皇
民
化
」
教
育
林
景
明
著

北

朝

鮮

強

制

収

容

所

安

明

哲

著

郵
便
局
が
な
く
な
る
日
井
上
隆
司
著

昔

話

入

門

小

津

俊

夫

編

美
し
い
数
学
の
は
な
し
上
・
下

大

村

平

著

こ
ど
も
の
病
気
と
く
す
り
の
本

一
色
玄
・
他
著

「
変
わ
っ
た
子
」
で
い
い
よ

A
-
ハ
l
シ
ツ
グ
著

カ
ナ
ダ
田
舎
暮
ら
し
読
本
千
安
英
彦
著

信
州
と
び
っ
き
り
の
景
観

m

信
濃
毎
日
新
聞
社
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サ
ッ
カ
ー
の
ル

1
ル
と
審
判
法

浅
見
俊
雄
・
他
著

鳥
た
ち
に
魅
せ
ら
れ
て
上
村
淳
之
著

浮

世

絵

探

検

高

橋

克

彦

編

ム
ツ
シ
ユ
に
な
っ
た
男
川
上
貴
光
著

俺

渡

哲

也

著

男
と
女
の
一
心
不
乱加

藤
登
紀
子
・
他
編

時

事

用

語

事

典

池

図

書

応

大

平

記

の

論

中

西

達

治

著

僕
は
文
明
を
か
な
し
ん
だ
高
良
勉
著

心
療
内
科

i

志
茂
田
景
樹
著

真

田

幸

村

の

逆

襲

典

厩

五

郎

著

朝
鮮
の
夜
明
け
を
求
め
て
李
段
直
著

屑

松

本

賢

吾

著

潜

入

捜

査

佐

竹

一
彦
著

く

ち

づ

け

上

・

下

赤

川

次

郎

著

女

剣

佐

江

衆

一
著

風

魔

山

獄

党

高

橋

義

夫

著

人
間
の
証
明
上
・
下
森
村
誠

一
著

逃

亡

者

石

井

苗

子

著

奈

落

の

水

津

田

ふ

じ

子

著

い

と

し

い

川

上

弘

美
著

白

昼

堂

々

長

野

ま

ゆ

み

著

魔
利
の
ひ
と
り
ご
と
森
来
十
利
・
他
著

大

養

生

野

坂

昭

如

著

残
り
の
ひ
と
く
ち
出
久
根
達
郎
著

ア
ナ
ザ
1
・
シ
ー
ズ
ン

S
・
ク
ッ
ク
著

コ
l
ン
ウ
ォ

1
ル
の
池
の
ほ
と
り
で

T
・
オ
ラ
イ
リ
l
著

図

書

館

二
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

親
子
読
書
講
座

「
本
に
親
し
む
」

講
師

三
瀬
和
子
先
生

日
時

2
月
白
日
(
水
)

(
9

叩

ju--
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



広報ああず '98 2月号

|水|道|業|者|の|
|緊|急|漏|水|当|番|

2月1日(日)(有) 丸電工業

まま 24-5351

西田水道庖

まま 26-0265

2月7日出 (有)三原設 備

合 24-3783

淳 山水 道工事庖

含 24-2 5 8 3 

2月8日(日)(有)いの 水道 設 備

合 24-2 2 1 6 

伊予 屋 住設

合 24-2541

2月11日(水)(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道 工事 庖

合 24-3656

2月14日出(有)オクダ設備

ft24-3674 

大塚鉄工所

ft25-0300 

2月15日(日)倒 神田 鉄工所

ft24-4122 

神南 設備

ft25-4684 

2月21日出城戸電業 社

ft25-2944 

久保鉄工所

ft26-0537 

2月22日(日) ~掬 土 居鉄工 所

合 24-4519

(有)アサ ノ 設 備

会 24-0783

2月28日出(有)南予水道住設

合 25-1350

佐藤水道庖

ft24-4410 

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイ レのつまりなどの排水管

の清掃などについては、清掃業者

に依頼してください。

1 2月末までの

大洲市内の交通事故

件数 1271 1269

負傷者 1367 1 332 

死者 1 3 1 
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放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か
一

放
送
大
学
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
現
在
、
平
成
十
年
度
第

一
学
期

(四
月
授
業
開
始
)
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
(
テ
レ
ビ
)

や
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
l
プ
(
ラ
ジ
オ
)
を

利
用
し
た
視
聴
覚
学
習
で
、
十
八
歳
以

上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
、

一
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
募
集
学
生
}

O
選
科
履
修
生

(
一
年
間

〈二
学
期

間
〉
在
学
す
る
学
生
)

O
科
目
履
修
生
(
半
年
間
《

一
学
期

間
》
在
学
す
る
学
生
)

【
出
願
受
付
】

平
成
十
年
二
月
十
五
日
間
ま
で

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
児
童
合
唱
団
発
表
会

大
洲
児
童
合
唱
団
の
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

一一
月
二
十
八
日
(
土
)

十
四
時
か
ら

【場
所
}
肱
北
公
民
館
大
ホ
1
ル

【曲
目
}
マ
イ
バ
ラ
ー
ド
、
飛
行
船
、

す
て
き
な
友
達
ほ
か

干
七
九
O
l
O
八
二
六

松
山
市
文
京
町
三
番
愛
媛
大
学
内

放
送
大
学
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

2
0
8
9
・
9
2
3
・
8
5
4
4

肌

0
8
9
・
9
2
3
・
8
4
7
9

※
平
成
十
年

一
月
下
旬
か
ら
、

C
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
利
用
し
て
全
国
放
送
を

開
始
し
ま
す
。
(
自
宅
で
の
放
送
授
業

視
聴
に
よ
る
学
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
)

愛
媛
県
中
小
企
業
対
策

一

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

一

愛
媛
県
で
は
、
最
近
の
金
融
情
勢
か

ら
み
て
、

中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
が

円
滑
に
行
わ
れ
な
い
懸
念
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
中
小
企
業
の
相
談
に
応

じ
る
た
め
、
愛
媛
県
中
小
企
業
対
策
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

経
営
改
善

・
新
分
野
進
出
な
ど
経
営
面

に
つ
い
て
の
相
談
や
、
金
融

・
雇
用
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

{
窓
口
}

愛
媛
県
経
済
労
働
部
経
営
指
導
課

2
0
8
9
・
9
4
1
・
7
5
7
4

八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

(内
線
3
1
1
)

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
者
募
集
一

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
愛
媛
県
下

に
六
カ
所
六
百
四
十
戸
の
雇
用
促
進
住

宅
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
雇
用
促
進
住

宅
は
ハ
ロ

l
ワ
1
ク
(
公
共
職
業
安
定

所
)
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
、
ご
家
族

一
緒
に
住
宅
を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
、
他
に
適
当
な
住
宅
が
見
つ

か
る
ま
で
の
問
、
一
時
的
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

入
居
で
き
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
の

条
件
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

②
毎
月
の
月
収
額
が
家
賃
等
の
四
倍
以

上
あ
る
こ
と

①
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則
と
し
て

勤
務
先
の
事
業
主
)
が
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
に
困
っ
て

い
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

l
ワ
ー

ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
又
は
一雇
用
促

進
事
業
団
愛
媛
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
2
0
8
9
・
9
4
7
・
6
6
7
7

国
立
大
洲
青
年
の
家

一

受
講
者
を
募
集
中

f

-

V
知
っ
て
る
つ
も
り
?

県
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者
募
集

一

愛
媛
県
で
は
、
県
営
大
洲
東
団
地
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
入
居
で
き
る
補
欠

入
居
者
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。【受

付
対
象
建
物
概
要
】

第
二
種
住
宅
三
十
戸
(
中
層
耐
火
三

階
建
・

三
D
K
)
/
一
戸
の
面
積
H

V
ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
1

あ
な
た
の
余
暇
を
有
意
義
に
!

《
ス
ポ
ー
ツ
コ
l
ス
》

ス
ポ
ー
ツ
施
設
(
体
育
館
・
武
道

場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
)
で
、
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

【日
時
]
一
一
月
十
四
日
出
・
二
十
八
日
目

三
月
十
四
日
出

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
締
切
は
各

事
業
日
の
一
週
間
前
で
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立

大
洲
青
年
の
家
ま
で
。
8
@
5
1
7
5

ふ
る
さ
と
再
発
見
/

-
大
洲
編
|

プ
ロ
の
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
。
わ
が
町

大
洲
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

三
月
十
四
日
出

【
人
数
】

三
十
人

{
費
用
】
四
百
円

(十
二
歳
以
下
は

一百
五
十
円
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

一

V
書
・
親
子
展

2
月
3
日
ω
1
2
月
日
日
間

V
和

(
な
ご
み
)
の
会
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

展2
月
げ
日
ω
1
3
月
1
日
間

※
展
示
時
間
四
時
l
u
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

七
十
九
・

五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

【家
賃
】

二
万
千
六
百
円
か
ら
四
万
七
千
五
百

円
程
度
(
こ
の
ほ
か
に
共
益
費
が
必

要
で
す
)

【申
込
受
付
期
間
】

二
月
十
六
日
聞
か
ら
二
月
二
十
日
幽

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

【抽
選
日
及
び
抽
選
会
場
}

三
月
十
七
日

ω
十
時

大
洲
市
田
口
甲
四
二
五

|
一

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
三
階
会
議
室

【申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
総
合
庁
舎

一
階

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係
会
@
5
1
2
1

(
内
線
3
2
0
)



同一

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
椙
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

2
月
9
日
間

四
時
j
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

2
月
初
日
幽

叩
時
i
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(法
務
省
)

日
時

2
月
日
日
幽

叩
時
i
日
時

場
所
八
多
喜
公
民
館

日
時

2
月
四
日
同

叩
時
j

日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

。
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相

談

合

@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

，
{
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

相
談
ご
と
案
内

広報おおず '98

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

2
月
四
日
附

9
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
含
@
5
6
6
0
(政
所
)

ま
た
は
会
@
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

2
月
5
日
岡
、
四
日
附

日
時

l
m時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

合
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

2
月
日
日
間

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

側
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
l
九
含
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み
ゼ
ロ

8
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
}

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
叩
分
j
口
時

包

(ωぃ
日
引
白
川
一
心

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

12 

|休|日|急|患|診|療|
2月1日 大洲記念病院(徳森)

(日) 会 25 -2 0 2 2 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

郷緒小医院(西大洲)

合 24-3 9 3 6 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上医院(常磐町)

ft24-2346 

加戸病院(若宮)

合 24-5101

久保病院(新谷)

合 25 -0 1 5 8 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

2月22日 肱川医院(菅田)

(日) ft25-2915 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西対Hl

ft24-2151 

加戸病院 (若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東対州)

ft24-4551 

2月8日

(日)

{
定
期
税
務
相
談
}

日
時

2
月
日
日
幽

叩
時
j
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内

容

税

金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

2
月
白
日
凶

日
時
j
H
時
叩
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品

歯

ブ

ラ
シ
、
コ

ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
ェ
。フ
ロ
ン

料

金

百

円
i
五
百
円

V
歯
の
芯
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
の
心
配
な
こ

2月11日

休)

2月15日

(日)

日

木~日曜日

と
な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

2
月
お
日
同

日
時
1
日
時
受
付

対

象

一
般

，

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
含
@
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
5
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
1
ロ
時

西

国

興

産

日

時

加

分
i
H
時
叩
分

加

戸

病

院

日

時

i
m
時
却
分

曜水

国
民
宿
舎
臥
龍
苑
を
閉
鎖
し
ま
す

一

(
公
衆
浴
場
の
営
業
も
2
月
末
ま
で
ご

長
年
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
、
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
臥
龍
苑
」
は
、

今
年
二
月
二
十
八
日
を
も

っ
て
営
業
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
四

十

一
年
の
開
設
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
公
共
の
宿
と
し
て
、
ま
た
う
か

い
・
い
も
た
き
の
ご
用
命
を
た
ま
わ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
公
衆
浴
場
の
営
業
も
終
了
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

今
後
は
、
民
間
主
導
で
新
し
い
ホ
テ

ル
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
せ
は
、
商

工
観
光
謀
ま
で
。

保健センターだより

合 24-3775

0乳幼児健康診査。
2月3日伏) 平成 9年9月生※

2月17日(刈 平 成8年7月生

2月24日伏) 平成 7年 1月生

※は肱南 ・久米・肱北・ 喜多 ・平

地区のみ

受付時間 13 : 00 ~ 13 : 30 
実 施 場 所 大 洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケー ト

パスタオル(※のみ)

010ヶ月児育児相談。

2月2日開 平成 9年3月生

平成 9年 4月生

受付時間 9:30~10:00 

実施場所大洲市保健セン ター

持参品母子手帳 ・パスタオル

肱南 ・久米 ・肱北 ・喜多 ・平

地区のみ

O健康相談・栄養相談。

2月23日(月)

10 :OO~ 12 :00 、 13: 00 ~15 :00 
実施場所大洲市保健センター

持参品健康手 帳

。いのちへの優しさと思いやりO
一臓器提供意思表示カ ードが

発行されました

現在、様々な病気に苦しみ、腎

臓や心臓、肝臓などの臓器を移植

することが唯一の治療法である方々

が、数多く移植を受ける日を待ち

望んでいます。

今年10月16日に臓器の移植に関

する法律が施行され、従来から行わ

れてきた心臓停止後の腎臓や角膜

の提供に加えて、脳死後においても

心臓、肺、肝臓などの臓器が提供

できるようになりました。

脳死後の臓器提供にあたっては、

ご本人が臓器提供意思表示カー ド

などの書面であらかじめ意思表示を

行っており、そのことを知ったご家

族が拒否されないことなどが条件と

なっています。

意思表示カ ー ドには、臓器提供

ができるかどうか、提供できる臓器

の種類などについて、ご本人のお考

えに従って記入いただき、署名のう

え、財布や定期入れなどに入れて常

時携帯ください。

意思表示カ ードは、説明用 リー

フレットとともに保健センターや市

役所市民課の窓口に置いてあります。

*臓器提供に関する問い合わせ先

(紛日本臓器移植ネ ットワーク本

部

ft0120-78-1069 
(フリーダイヤル)

ぐ
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